
セントラル短資株式会社　総合企画部

●資金需給 ●2016年9月28日の市場動向

●短期金融市場関連指標

●入札結果

●オペ結果

●2016年9月29日の予定

2016年9月28日(水)Central Daily Market Report
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Ｔ/Ｎ ▲ 0.030 - ▲ 0.078

Ｓ/Ｎ - -

１Ｗ - ▲ 0.180
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無担 (速報) 有担 (速報)

9/20 9/21 9/23 9/26 9/27

3,096,200 3,119,000 3,121,800 3,126,000 3,125,500

2,788,400 2,818,600 2,814,400 2,819,600 2,818,300

4,104,900 4,128,600 4,131,700 4,135,000 4,134,500

▲0.060% ▲0.061% ▲0.054% ▲0.050% ▲0.045%

70,748 72,540 73,065 74,490 78,269

うち無担 51,149 52,639 53,108 53,617 57,501

うち有担 19,599 19,901 19,957 20,873 20,768

無担O/N加重平均
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マネタリーベース
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9月29日以降の残り所要積立額
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3,123,300 3,141,700

▲ 6,200 18,400

2,357,800
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積み期間（9/16～10/15）の所要準備額 2,072,900

3,129,500
2,826,400
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<レポ市場>

<短国市場>

<CP市場>

午前8時発表の準備預金残高見込みは、前日比6,000億円増加の235兆
8,000億円(当預金残高見込みは313兆円)。本日の無担O/N物は、地銀・証
券業態から▲0.060％～▲0.030％、都銀・信託業態から▲0.065％～▲
0.055％の調達希望で始まった。朝方から各業態の調達意欲は強く、▲
0.055％～▲0.035％の出合いが中心となった。一巡後もビッドは底堅く、▲
0.060％～▲0.030％のレンジの出合いで推移した。ターム物は、閑散な地合
いであった。

GC T/N(9/29-9/30)は、▲0.085～▲0.075％程度の出合い。S/N（9/30-
10/3）は、▲0.300～▲0.250％程度の出合い。S/Nは期末初にあたりオ
ファーサイドが薄くレートは大きく低下となった。SCはロールオーバーを中心
に引合いが行われた。個別銘柄では2y366～367、5ｙ127～128、10ｙ340～
343、20ｙ155～157、30ｙ49～52、40ｙ9などにビッドの出入りが多く見られた。

現先レートS/Nは引き続き低位横ばい圏での推移となった。CP発行市場は、
2営業日後が月末発行にあたるため、様々な業態からの発行が見られ、
5,400億円程の規模となった。機械・石油・ノンバンクセクター等からは大型の
発行案件が実施された。発行レートは概ね横ばい圏での推移となった。

現先レートS/Nは引き続き低位横ばい圏での推移となった。アウトライト市場
は、本日も売り物が少なく、閑散とした展開が継続した。
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本日は財務省による国債等の入札は実施されませんでした。

*2年利付国債入札
（23,000億円、10/17発行）

*黒田日銀総裁、全国証券大会にて講演
*8月の商業動態統計速報
*米国4-6月期のGDP確報値

*国庫短期証券(636回)入札
（3ヶ月、44,000億円、10/3発行）
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国債買入（残存期間１年超３年以下） 4,000 2016/9/30 10,144 4,002 ▲0.034 ▲0.030 72.4
国債買入（残存期間３年超５年以下） 4,200 2016/9/30 13,205 4,206 ▲0.012 ▲0.010 21.3
国債買入（残存期間１０年超２５年以下） 2,000 2016/9/30 5,514 2,003 ▲0.027 ▲0.021 45.2
国債買入（残存期間２５年超） 1,200 2016/9/30 2,567 1,201 ▲0.029 ▲0.021 98.2
国債補完供給（国債売現先）・即日（午前オファー分） 44,983 2016/9/28 2016/9/29 630 630 ▲0.500 ▲0.500
国債補完供給（国債売現先）・即日（午後オファー分） 830 2016/9/28 2016/9/29 4 4 ▲0.500 ▲0.500


